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市街地活性化特別委員会議録 
 

○日  時  平成２５年２ 月８日（金） 議員全員協議会終了後 

○場  所  第一委員会室 

○協議事項 

 １ 市街地活性化特別委員会の今後について 

 ２ その他 

○出席委員 

委員長  牧野  直樹 君        副委員長  青木  博文 君 

委員  宮田  伸子 君          委員  山口  恵子 君 

委員  古畑  秀夫 君          委員  金田  興一 君 

委員  永井  泰仁 君          委員  森川  雄三 君 

委員  柴田   博 君          委員  中原  輝明 君 

○欠席委員 

     委員  丸山  寿子 君 

―――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議会事務局職員 

     庶務係長  小澤  秀美 君     庶務係主事   若林  智彦 君 

―――――――――――――――――――――――――――――――――― 

              午後４時５０分 開会 

○委員長 どうもお疲れの中、大変御苦労さまです。市街地活性化特別委員会を開催したいと思います。お手元

にお配りしましたレジュメによって進めます。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――― 

１ 市街地活性化特別委員会の今後について 

○委員長 １番の議題はですが、市街地活性化特別委員会の今後についてでございますが、ご存じのとおり予算

が経済建設委員会のほうへ渡ってしまいまして、実質この委員会の活動が今までなされていなかったということ

と、１回、駅前広場の改修工事については説明を受けています。今後どのようにしたらいいかということで本日

お諮りをするわけなんですけど、私と副委員長と協議をした中では、予算はなくなっても、まだ塩尻駅の第２次

工事もあったりして、また、先ほど組織がえ等がやられるということの中で、広丘のまちづくりっていうか、そ

ういうのも今後重要になってくればしないかということで、話の中では、予算はなくてもこのまま任期中は、こ

の委員会は継続してもいいんじゃないかなという、そういう意見にまとまったんですけれども、各委員さんの御

意見をお聞きして、それによって決めていきたいというふうに思っています。よろしくお願いをいたします。何

か御意見ありますかね。 

○古畑秀夫委員 それはなに、任期中ってこと。その後の話じゃないだ。 
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○委員長 任期中せ。 

○古畑秀夫委員 任期中の話だけを決めるだ。 

○委員長 あと２年あるもんで。 

○古畑秀夫委員 任期中ってそういう意味か。なるほど。 

○委員長 当然２年ごとに交代してるんですけど、ことしの５月には各委員会の組みかえがあるんで、それであ

れしてますけども。どうでしょうかね。 

○柴田博委員 広丘地域のまちづくりの関係は、この委員会で所管するわけ。 

○委員長 市街地活性化という中では、多分、市長が言ってるもんで、今まで広丘駅の予算を持ってたもんでね。

だもんで、当然私どもの見解としては、塩尻の中心市街地と広丘は同じだという考えでやってきたんで、今後も

そういうことでやっていきたいっていうか、うちが組織がえになったらそっちのほうで出しますけど、引き継ぎ

はしますけど。どうでしょうかね。 

○中原輝明委員 委員長の御意見のとおりでいいよ。 

○委員長 異議ありますかね。よろしいですかね。 

〔「いいです」の声あり〕 

○委員長 じゃあ、せっかくですので、このまま。予算の今までどおりのいろんなことはできないんだけど、事

あるごとに担当者を呼んで説明を聞くと。広丘駅、これから、今後とも大事だと思います。じゃあ、そんなこと

でやらせていただきます。 

○森川雄三委員 これ、あれだっけね、議員同士の負担金っていうかは、あったかね。 

○委員長 それはこれから事務局のほうで、２年間の報告をいたしますので。済みません、お願いします。 

○庶務係長 では、事務局のほうから積立の関係につきまして御説明をさせていただきます。平成２３年の６月

からお一人３，０００円ずつ報酬のほうから引き去りをさせていただきまして、今月の報酬分まで合わせますと

お一人６万３，０００円ほどたまっております。この使い道につきまして、また皆さんのほうで御協議いただき

たいと思いますので、よろしくお願いします。これでもうこの構成のメンバーでは委員会の積み立てをしないと

いうような形で、３月は引き落としをせずに、２月分までの６万３，０００円の中で精算をしたいと思いますの

で、御協議のほうをお願いいたします。 

○委員長 という説明がありました。一人６万３，０００円あります。これは、きれいに分けてそれぞれにお配

りするか、まあ、今さらどこかに見に行くっていっても、もうこれから期限がありますし、年度末だで相手のこ

ともあるんで、どうしましょう。 

○柴田博委員 今まで何も使ってないってこと。 

○委員長 そうです。予算がなかったもんで、どこへも行くあれもなかったもんで。 

○柴田博委員 そういう趣旨ではないけど、これは。昼飯代とかそういうのにも何も使ってないってこと。 

○委員長 はい。 

○中原輝明委員 まじめだからね。 

○森川雄三委員 まじめというよりか、何もなかったんだ。 

○委員長 何もなかった、まあそう言われればそうだな。 
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○柴田博委員 戻してもらったほうがいい。 

○委員長 じゃあ、そういうことでそれぞれ戻します。 

〔「はい」の声あり〕 

―――――――――――――――――――――――――――――――――― 

２ その他 

○委員長 ほかに何かありますかね。 

〔「なし」の声あり〕 

○委員長 いいですかね。 

なければ、ありがとうございました。 

午後４時５５分 閉会 

 

 

 

 

 

 

 

平成２５年２月８日（金） 

委員会条例第２９条の規定に基づき、次のとおり署名する。 

市街地活性化特別委員会委員長   牧野 直樹   印 


